
申請に対する処分の審査基準（行政手続条例）

担当部署：環境経済部観光振興課（指定管理者） №001

処 分 名 道の駅「庄和」の使用許可（別表１）

処 分 の概 要

道の駅「庄和」を使用しようとするときは、市長（指定管理者が管理

している場合は、指定管理者）の許可を受ける必要があります。

根拠条例等・条項

春日部市道の駅「庄和」条例（平成 21年 6月 22日条例第 130 号）第 5

条

春日部市道の駅「庄和」条例施行規則（平成 21 年 6 月 22 日規則第 31

号）第 3条

審 査 基 準

◎春日部市道の駅「庄和」の使用の許可は、当該施設の使用が次の(1)

から(3)の要件に該当しない必要があります。

(1)秩序又は風俗を害するおそれがあるとき。

(2)建物又は附帯設備を破損するおそれがあるとき。

(3)その他管理上支障があるとき。

標準処理期間 即日～1週間

設 定 年 月 日 平成 21年 6月 22 日（最終改正：平成 31年 3 月 22 日）

申 請 時 期 随時

申 請 方 法 道の駅「庄和」窓口への提出

備 考

・ホームページのリンク先

https://www.michinoeki-showa.or.jp/

・公共施設予約システムにより、使用の予約をすることができます。



根拠条例及び

関係例規等の抜粋

■春日部市道の駅「庄和」条例

第５条 道の駅の施設を使用し、又は別表第２に掲げる行為をしようと

するものは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。許可さ

れた事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 前項の許可は、その使用が次のいずれかに該当するときは、これを

許可しない。（略 ※審査基準と同じ）

３ （略)

第 14 条 使用者は、第５条第１項の許可を受けたときに別表第１及び別

表第２で定める使用料を納入しなければならない。ただし、別表第２の

物品の販売及びこれに類する行為の使用料については、あらかじめ最低

使用料を定めることができるものとする。

第 17条 （略 ※指定管理者による管理）

第 28条 （略)

２ 利用料金の額は、別表第１及び別表第２に定める範囲内で定めるも

のとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ利用料金につ

いて市長の承認を受けなければならない。

■春日部市道の駅「庄和」条例施行規則

第３条 条例第５条第１項の規定により、道の駅の施設等（以下「施設

等」という。）を使用し、又は条例別表第２に掲げる行為をしようとす

るものは、春日部市道の駅「庄和」使用許可申請書（様式第１号）に

より市長に申請しなければならない。

２ 前項の規定による申請は、使用しようとする日の１か月前の日から

７日前の日まで受け付けるものとする。ただし、市長が必要と認めた

ときは、この限りでない。

３ 市長は、第１項の規定による申請があったときは、その内容を審査

し、適当と認めたときは、条例第 14条に規定する使用料を徴収し、春

日部市道の駅「庄和」使用許可書兼領収書（様式第２号。以下「許可

書」という。）により許可するものとする。

４ （略）

５ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、

適当と認めたときは、既納の使用料の差額又は全額を徴収し、又は還

付し、春日部市道の駅「庄和」使用変更許可書兼領収書（様式第４号）

により許可するものとする。

６ （略)

７ 施設等を引き続いて使用することができる期間は、３日とする。た

だし、市長が必要と認めたときは、これを変更することができる。

■春日部市公共施設の暴力団当排除に関する条例 第 3条



別表第１（第14条、第28条関係）

備考 使用時間が１時間未満であるとき、又は使用時間に１時間未

満の端数があるときは、その使用時間又はその端数時間は、１

時間として計算するものとする。

区分 使用料 備考

研修室 １時間につき 500円

附属設備 別に市長が定める。



申請に対する処分の審査基準（行政手続条例）

担当部署：環境経済部観光振興課（指定管理者） №002

処 分 名 道の駅「庄和」の使用許可（別表 2）

処 分 の概 要

道の駅「庄和」を使用しようとするときは、市長（指定管理者が管理

している場合は、指定管理者）の許可を受ける必要があります。

根拠条例等・条項

春日部市道の駅「庄和」条例（平成 21年 6月 22日条例第 130 号）第 5

条

春日部市道の駅「庄和」条例施行規則（平成 21 年 6 月 22 日規則第 31

号）第 3条

審 査 基 準

◎春日部市道の駅「庄和」の使用の許可は、当該施設の使用が次の(1)

から(3)の要件に該当しない必要があります。

(1)秩序又は風俗を害するおそれがあるとき。

(2)建物又は附帯設備を破損するおそれがあるとき。

(3)その他管理上支障があるとき。

標準処理期間 14 日（処分案作成から文書送付までの期間 4日を含む）

設 定 年 月 日 平成 21年 6月 22 日（最終改正：平成 31年 3 月 22 日）

申 請 時 期 随時

申 請 方 法 道の駅「庄和」窓口への提出

備 考

・ホームページのリンク先

https://www.michinoeki-showa.or.jp/

・公共施設予約システムにより、使用の予約をすることができます。



根拠条例及び

関係例規等の抜粋

■春日部市道の駅「庄和」条例

第５条 道の駅の施設を使用し、又は別表第２に掲げる行為をしようと

するものは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。許可さ

れた事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 前項の許可は、その使用が次のいずれかに該当するときは、これを

許可しない。（略 ※審査基準と同じ）

３ （略)

第 14 条 使用者は、第５条第１項の許可を受けたときに別表第１及び別

表第２で定める使用料を納入しなければならない。ただし、別表第２の

物品の販売及びこれに類する行為の使用料については、あらかじめ最低

使用料を定めることができるものとする。

第 17条 （略 ※指定管理者による管理）

第 28条 （略)

２ 利用料金の額は、別表第１及び別表第２に定める範囲内で定めるも

のとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ利用料金につ

いて市長の承認を受けなければならない。

■春日部市道の駅「庄和」条例施行規則

第３条 条例第５条第１項の規定により、道の駅の施設等（以下「施設

等」という。）を使用し、又は条例別表第２に掲げる行為をしようとす

るものは、春日部市道の駅「庄和」使用許可申請書（様式第１号）に

より市長に申請しなければならない。

２ 前項の規定による申請は、使用しようとする日の１か月前の日から

７日前の日まで受け付けるものとする。ただし、市長が必要と認めた

ときは、この限りでない。

３ 市長は、第１項の規定による申請があったときは、その内容を審査

し、適当と認めたときは、条例第 14条に規定する使用料を徴収し、春

日部市道の駅「庄和」使用許可書兼領収書（様式第２号。以下「許可

書」という。）により許可するものとする。

４ （略）

５ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、

適当と認めたときは、既納の使用料の差額又は全額を徴収し、又は還

付し、春日部市道の駅「庄和」使用変更許可書兼領収書（様式第４号）

により許可するものとする。

６ （略)

７ 施設等を引き続いて使用することができる期間は、３日とする。た

だし、市長が必要と認めたときは、これを変更することができる。

■春日部市公共施設の暴力団当排除に関する条例 第 3条



別表第２（第５条、第14条、第28条関係）

備考 行為に要する面積が１㎡未満であるとき、又はその面積に１

㎡未満の端数があるときは、１㎡として計算するものとする。

行為
単位

使用料
数量 期間

物品の販売及びこれに類す

る行為

販売金額の20パーセント

（最低使用料設定あり）

業として行う写真又は映画

等の撮影

１㎡ １時間 100円

興行

競技会、展示会、博覧会その

他これらに類する催し



申請に対する処分の審査基準（行政手続条例）

担当部署等：環境経済部観光振興課（指定管理者） №003

処 分 名 道の駅「庄和」の使用料の還付

処 分 の概 要

既納の使用料は、還付しません。ただし、基準の要件に該当した場合、

道の駅「庄和」の使用の許可を受ける者に対して、使用料の全部又は一部

を還付することができます。

根拠条例等・条項

春日部市道の駅「庄和」条例（平成 21 年条例第 17 号）第 16条

春日部市道の駅「庄和」条例施行規則（平成 21 年規則第 31 号）第 10 条、第

11条

審 査 基 準

◎次の (1)～(4)の要件のいずれかに該当した場合、道の駅「庄和」の使用

料が還付されます。

(1) 公用又は公共用に供するため使用の許可を取り消したとき。

(2) 使用者の責めに帰することができない理由により、施設等を使用

することができないとき。

・災害などにより施設自体が使用できない場合や、災害や事故など

に伴う交通機関の途絶などの不可抗力により使用できない場合等

を指します。

(3) 使用する日の７日前までに使用の許可を取り消す旨の申請があっ

たとき

(4) 使用の許可の変更により既納の使用料に差額が生じたとき

（当該変更によって生じた額の還付）

標準処理期間 ５日（申請を受けてから承認するまでの決裁期間）

設 定 年 月 日 平成２７年４月１日（最終改正：平成 31年 3月 22 日）

申 請 時 期 随時

申 請 方 法 道の駅「庄和」窓口への提出

備 考

・ホームページのリンク先

https://www.michinoeki-showa.or.jp/



根拠条例及び

関係例規等の抜粋

■春日部市道の駅「庄和」条例

第 16 条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次のいずれかに該

当するときは、その全部又は一部を還付することができる。

(１) 公用又は公共用に供するため使用の許可を取り消したとき。

(２) 使用者の責めに帰すことができない理由により道の駅を使用

することができないとき。

■春日部市道の駅「庄和」条例施行規則

第 10 条 条例第 16 条ただし書の規定による使用料の還付は、次の

各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。

(１) 条例第 16 条第１号又は第２号に該当するとき 全額の還付

(２) 使用する日の７日前までに使用の許可を取り消す旨の申請が

あったとき 全額の還付

(３) 前２号に掲げるもののほか、使用の許可の変更により既納の使

用料に差額が生じたとき 当該変更によって生じた額の還付

第 11 条 使用料の還付を受けようとするものは、春日部市道の駅「庄

和」使用料還付申請書（様式第７号）に当該使用に係る許可書を添え

て、市長に申請しなければならない。この場合において、前条第２号

に該当して還付を受けようとする者は、使用の許可を取り消す旨の申

請と同時に申請しなければならない。

２ 市長は、前項の規定による申請のあったときは、審査のうえその

可否を決定し、春日部市道の駅「庄和」使用料還付通知書（様式第

８号）により申請したものに通知し、使用料を還付するものとする。



申請に対する処分の審査基準

担当部署：環境経済部観光振興課（指定管理者） №004

処 分 名 道の駅「庄和」の使用料の減免

処 分 の概 要
基準の要件に該当した場合、道の駅「庄和」の使用の許可を受ける者に

対して、使用料を減額し、又は免除することができます。

根拠法令等・条項

春日部市道の駅「庄和」条例（平成 21年条例第 17号）第 15条

春日部市道の駅「庄和」条例施行規則（平成 21年規則第 31号）第 8条、

第 9条

春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例（平成 19 年

条例第 33号）

春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例施行規則（平

成 19年規則第 52号）

審 査 基 準

◎道の駅「庄和」の使用料の減免は、次の (1)～(3)の要件のいずれかに

該当することが必要です。

(1) 本市が主催又は共催する事業のために使用するとき 免除

(2) 春日部市立小学校、中学校及び義務教育学校の教育課程に基づ

く教育活動のために使用するとき 免除

(3) 春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例に基

づく障害者等又は障害者団体が利用する場合 「根拠条例及び関

係例規等の抜粋」欄参照

標準処理期間 ５日（申請を受けてから承認するまでの決裁期間）

設 定 年 月 日 平成２７年４月１日（最終改正：平成 31年 3月 22 日）

申 請 時 期 随時

申 請 方 法 道の駅「庄和」窓口への提出

備 考
・ホームページのリンク先

https://www.michinoeki-showa.or.jp/



根拠法令及び

関係法令等の抜粋

■春日部市道の駅「庄和」条例

第 15 条 市長は、必要があると認めるときは、使用料を減額し、又

は免除することができる。

■春日部市道の駅「庄和」条例施行規則

第８条 条例第 15 条の規定による使用料の減額又は免除は、次の各

号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。

(１) 本市が主催又は共催する事業のために使用するとき 免除

(２) 春日部市立小学校、中学校及び義務教育学校の教育課程に基づ

く教育活動のために使用するとき 免除

第９条 使用料の減額又は免除を受けようとするものは、使用しよ

うとする日の７日前までに、春日部市道の駅「庄和」使用料減額・

免除申請書（様式第５号）により市長に申請しなければならない。

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、審査のうえそ

の可否を決定し、春日部市道の駅「庄和」使用料減額・免除決定通

知書（様式第６号）により減額又は免除を承認又は不承認するもの

とする。

■春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例

（使用料等の減免）

第３条 障害者等又は障害者団体が市の設置した公の施設を利用する場

合は、当該公の施設の使用料等を定めた条例の規定にかかわらず、規

則で定めるところにより当該使用料等を減額し、又は免除することが

できる。

■春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例施行規則

（減免する使用料等）

第３条 条例第３条の規定により減額し、又は免除することができる使

用料等は、別表の左欄に掲げる使用料等とし、当該使用料等の利用者

の区分及びその内容は、それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとする。

別表（第３条関係）

使用料等の名称

利用者の区分及びその内容

障害者等のみで使用

する場合

障害者団体が使用す

る場合

春日部市道の駅「庄和」の使

用料等（研修室の使用料等に

限る。）

免除 減額



申請に対する処分の審査基準（行政手続条例）

担当部署：環境経済部観光振興課 №005

処 分 名 大凧文化交流センターの利用許可

処 分 の概 要
大凧文化交流センターを利用しようとするものは、市長の許可を受ける

必要があります。

根拠条例等・条項

春日部市大凧文化交流センター条例（令和６年３月 18 日条例第３号）第

５条

春日部市大凧文化交流センター条例施行規則（令和６年５月 13 日規則第

46号）第３条

春日部市公共施設の暴力団等排除に関する条例（平成 19年 12 月 17 日条

例第 52号）第３条

審 査 基 準

次の(1)から(6)のいずれかに該当する場合は、許可しません。

また、管理上必要があるときは、利用について条件を付す場合がありま

す。

(1) 秩序又は風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 建物又は附帯設備を破損するおそれがあるとき。

(3) 特定の政党の利害に関する事業を行い、又は公私の選挙に関し、特定

の候補者を支持するために利用するとき。

(4) 特定の宗教を支持し、又は特定の教派、宗派若しくは教団を支援する

ために利用するとき。

(5) 暴力団等の利益になると認められるとき。

(6) その他管理上支障があるとき。

標準処理期間 １日

設 定 年 月 日 令和６年８月１日

申 請 時 期
春日部市公共施設予約システムの利用に関する規則（平成 19年９月 28

日規則第 83号）の規定による予約者の決定の後

申 請 方 法 大凧文化交流センター窓口へ提出

備 考

ホームページのリンク先

（https://www.city.kasukabe.lg.jp/soshikikarasagasu/kankoshinkoka/gyomu

annai/7/1/1/2/25327.html）



根拠条例及び

関係例規等の抜粋

■春日部市大凧文化交流センター条例

（利用の許可及び制限）

第５条 センターを利用しようとするものは、市長の許可を受けなければ

ならない。許可された事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 前項に規定する許可は、その利用が次のいずれかに該当するときは、

これを許可しない。

(1) 秩序又は風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 建物又は附帯設備を破損するおそれがあるとき。

(3) 特定の政党の利害に関する事業を行い、又は公私の選挙に関し、特

定の候補者を支持するために利用するとき。

(4) 特定の宗教を支持し、又は特定の教派、宗派若しくは教団を支援す

るために利用するとき。

(5) その他管理上支障があるとき。

３ 市長は、利用を許可するに当たって管理上必要があるときは、利用に

ついて条件を付することができる。

■春日部市大凧文化交流センター条例施行規則

（許可手続等）

第３条 条例第５条第１項の規定により、センターの利用の許可を受けよ

うとするものは、春日部市大凧文化交流センター利用申請書（様式第１

号）により市長に申請しなければならない。

２ 前項に規定する申請は、春日部市公共施設予約システムの利用に関す

る規則（平成 19 年規則第 83号。以下「利用規則」という。）の規定に

よる予約者の決定の後に受け付けるものとする。ただし、市長が必要と

認めたときは、この限りでない。

■春日部市公共施設の暴力団等排除に関する条例

（定義）

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に

定めるところによる。

(1) 暴力団等 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２

条第２号に規定する暴力団及び同条第６号に規定する暴力団員をい

う。

(2) 公共施設 別表に掲げる条例及び規則で規定する施設をいう。

（使用の制限）

第３条 公共施設の管理者（以下「管理者」という。）は、当該公共施設

の使用について別に定めるもののほか、その使用が暴力団等の利益にな

ると認められるときは、当該公共施設の使用を許可しない。

別表

（第２条関係）

春日部市大凧文化交流センター条例（令和６年条例第３号）



申請に対する処分の審査基準

担当部署：環境経済部観光振興課 №006

処 分 名 大凧文化交流センターの使用料の減免

処 分 の概 要
市長は、必要があると認めるときは、使用料を減額し、又は免除する

ことができます。

根拠法令等・条項

春日部市大凧文化交流センター条例（令和６年３月 18 日条例第３号）

第 15条

春日部市大凧文化交流センター条例施行規則（令和６年５月 13 日規則

第 46号）第７条

春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例（平成 19 年

条例第 33号）第３条

春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例施行規則（平

成 19年規則第 52号）第４条

審 査 基 準

次の(1)～(4)の要件のいずれかに該当する場合。

(1) 本市が主催又は共催する事業のために使用するとき 免除

(2) 春日部市立小学校、中学校及び義務教育学校の教育課程に基づ

く教育活動のために使用するとき 免除

(3) 障害者、障害者を扶養する者及び介護者（以下「障害者等」と

いう。）のみで使用する場合 免除

(4) 障害者団体が使用する場合 減額

標準処理期間 １日

設 定 年 月 日 令和６年８月１日

申 請 時 期 利用しようとする日の７日前まで

申 請 方 法 大凧文化交流センター窓口へ提出

備 考

ホームページのリンク先

（ https://www.city.kasukabe.lg.jp/soshikikarasagasu/kankoshinkoka/gyo

muannai/7/1/1/2/25327.html）



根拠法令及び

関係法令等の抜粋

■春日部市大凧文化交流センター条例

（使用料の減免）

第 15 条 市長は、必要があると認めるときは、使用料を減額し、又

は免除することができる。

■春日部市大凧文化交流センター条例施行規則

（使用料の減免）

第７条 条例第 15 条の規定による使用料の減額又は免除は、次の各

号に掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。

(1) 本市が主催又は共催する事業のために利用するとき 免除

(2) 春日部市立小学校、中学校及び義務教育学校の教育課程に基

づく教育活動のために利用するとき 免除

（減免の手続）

第８条 使用料の減額又は免除を受けようとするものは、利用しよ

うとする日の７日前までに春日部市大凧文化交流センター使用料

減額・免除申請書（様式第４号）を市長に提出しなければならな

い。

■春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例

（使用料等の減免）

第３条 障害者等又は障害者団体が市の設置した公の施設を利用する場

合は、当該公の施設の使用料等を定めた条例の規定にかかわらず、規

則で定めるところにより当該使用料等を減額し、又は免除することが

できる。

■春日部市障害者等の利用に係る公の施設使用料等減免条例施行規則

（減免する使用料等）

第４条 条例第３条の規定により減額し、又は免除することができる使

用料等は、別表の左欄に掲げる使用料等とし、当該使用料等の利用者

の区分及びその内容は、それぞれ同表の右欄に掲げるとおりとする。

別表（第３条関係）

使用料等の名称

利用者の区分及びその内容

障害者等のみで使用

する場合

障害者団体が使用

する場合

春日部市大凧文化交流

センターの使用料等

免除 減額



申請に対する処分の審査基準（行政手続条例）

担当部署等：環境経済部観光振興課 №007

処 分 名 大凧文化交流センターの使用料の還付

処 分 の概 要

既納の使用料は、還付しません。

ただし、審査基準に該当する場合、使用料の全部又は一部を還付

します。

根拠条例等・条項

春日部市大凧文化交流センター条例（令和６年３月 18 日条例第３号）第

16条

春日部市大凧文化交流センター条例施行規則（令和６年５月 13 日規則第

46号）第９条、第 10 条

審 査 基 準

次の(1)～(4)の要件のいずれかに該当する場合。

(1) 公用又は公共用に供するため利用の許可を取り消したとき。

(2) 利用者の責めに帰することができない理由によりセンターを利

用することができないとき。

※風災害等により施設が利用できないとき等を指します。

(3) 利用日の７日前までに利用の許可を取り消す旨の届出があった

とき

(4) その他市長が特に必要と認めたとき。

標準処理期間 １日（上記審査基準(4)の場合は１週間程度）

設 定 年 月 日 令和６年８月１日

申 請 時 期

・上記審査基準(1)、(2)の場合

利用することができなくなった日から 14日以内

・上記審査基準(3)の場合

利用しようとする日の７日前まで

・上記審査基準(4)の場合

随時

申 請 方 法 大凧文化交流センター窓口へ提出

備 考

ホームページのリンク先

（ https://www.city.kasukabe.lg.jp/soshikikarasagasu/kankoshinkoka/gyomu

annai/7/1/1/2/25327.html）



根拠条例及び

関係例規等の抜粋

■春日部市大凧文化交流センター条例

（使用料の還付）

第 16条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに

該当するときは、その全部又は一部を還付することができる。

(1) 公用又は公共用に供するため利用の許可を取り消したとき。

(2) 利用者の責めに帰することができない理由によりセンターを利用

することができないとき。

(3) その他市長が特に必要と認めたとき。

■春日部市大凧文化交流センター条例施行規則

（使用料の還付）

第９条 条例第 16条ただし書の規定による使用料の還付は、次の各号に

掲げる区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。

(1) 条例第 16条第１号又は第２号に該当するとき 全額の還付

(2) 利用日の７日前までに利用の許可を取り消す旨の届出があったと

き 全額の還付

（還付の手続）

第 10条 使用料の還付を受けようとするものは、春日部市大凧文化交流

センター利用取消届出書兼使用料還付申請書（様式第６号）に当該利

用に係る許可書及び領収書を添えて市長に申請しなければならない。

この場合において、前条第１号にあっては、原則として利用すること

ができなくなった日から 14日以内に申請しなければならない。

２ 市長は、前項の規定による申請のあったときは、審査のうえその可

否を決定し、春日部市大凧文化交流センター利用取消通知書兼使用料

還付通知書（様式第７号）により申請をしたものに通知し、使用料を

還付するものとする。


